
第８章

参考資料

参考資料として、県が兵庫教育大

学大学院に派遣している、岩美町立
岩美北小学校の河上慎一朗教諭の研
究実践の一部を紹介します。
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埼玉県学力・学習状況調査分析結果の関係図 

とっとり学力・学習状況調査の校内外におけるデータ活用を通して 

 

岩美町立岩美北小学校 河上 慎一朗 

 

１ 効果的な取組の蓄積 

  とっとり学力・学習状況調査を活用していくうえで、どんな取組をすれば非認知能力や

学習方略が高まり、学力を伸ばすことにつながっていくのかということを模索しながら、

情報を共有していくことが大事だと考える。そこで、非認知能力等を伸ばした担任の１

年間の学年便りを AIテキストマイニングにかけ、その担任が大事にしている思いや、効

果的な誉め言葉等をさぐってみたり（図１参照）、職員へのインタビュー調査を通して得

られた各教員の取組を埼玉県学力・学習状況調査分析結果の関係図に合わせてまとめて

みたりした（図２参照）。図１は自己効力感

を大きく伸ばした担任の学年便りの分析結

果だが、自己効力感に関すると思われる「で

きる」「頼もしい」「素晴らしい」等のキーワ

ードを見つけることができた。同じく効果的

な取組を行っている他教員の分析結果とを

比べ共通点を見出し、学級経営のコツのよう

なものを探っていくのも面白いと感じた。        

図２の資料に関しては、このような資料を作成し、個の取組を全体に周知させていく

ことで、職員の指導技術の向上を図ることができると考える。また、何よりも職員同士の

話の種になり、普段から教育の専門家として指導観等について語り合えるような職員集

団の育成にもつながっていくと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：インタビュー調査の情報を埼玉県学力・学習状況調査分析結果の関係図に合わせてまとめたもの 

図１:A担任の１年間の学年便りスコア順 
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２ 小学校×中学校のデータの連携 

  令和５年度より、とっとり学力・学習状況調査活用モデル地域となったことを受け、鳥

取県教育委員会のサポートのもと、よりデータを効果的に活用していくための戦略会議

（町教委、県教委）やチーム会議（町教委、県教委、学校）を開いたり、岩美町教育研究

会研修会（町内小・中学校合同）においてとっとり学力・学習状況調査の理解促進を図っ

たり、各校における活用方法を検討した。 

各校の教頭や教務主任、研究主任等が参加した第２回チーム会議では、学習方略や非認

知能力の伸びを見ながら、児童生徒の実態把握だけでなく、「主体的・対話的で深い学び

の実施を実現する効果的な授業の在り方」「どのような指導が向社会性に影響しているか」

「学力を伸ばした国語科の指導のコツ」等、各校の取組について情報交換を行うことがで

きた。学校・校種間を超えた建設的な話合いによって、授業改善等、各校それぞれの今後

の取組についてはもちろん、９年間を意識した小・中連携の視点も得ることができた。 

第５章「岩美町立岩美北小学校の取組」（p.59）に中学校１年生のデータ分析資料が紹

介されているが、小学校４年生から中学校３年生までが同じ調査を行うという良さを発

揮するためにも、小・中学校間でのデータ連携・共有が今後益々進んでいくと良いと考え

る。 

 

３ データ活用方法の模索を通して 

  私はこれまで「客観的な根拠を基にした教育」と聞くと、人との温かな関わりより、数

値を重視する冷たい教育という否定的なイメージを抱いていた。しかし今回、とっとり学

力・学習状況調査をはじめ各調査データの学校現場における効果的な活用方法の模索を

通して、多くの方と出会い、様々な教育観に触れることで、今までデータに対して抱いて

いたイメージが真逆のものとなり、人と人とをつなぐ温かなものであると考えるように

なった。単に何かしらの良し悪しを判断するためにデータを使うのではなく、児童とのよ

り良い関係作りや、職員同士で指導方法について語り合ったりする材料として用いた時、

データは児童、職員はもちろん、家庭、地域をもつなぐ温かなツールとなると思う。 

今後も効果的な活用方法を模索し、データを語るのではなく、データを使って多くの人

と建設的に語り合える環境を整えていきたい。 
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連 絡先
鳥取県教育委員会事務局
小中学校課学びの改革推進室
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ファクシミリ （０８５７）－２６－８１７０
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ホームページ https://www.pref.tottori.lg.jp/shouchuugakkouka/


